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	8．令和5年度（2023年度）年度研究成果の概要
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	11. 本共同研究が発展したプロジェクト（本共同研究が発展したプロジェクトについて、そのプロジェクト名、財源、期間、簡単な概要を記載してください。）

	〔プロジェクト名、財源、期間、簡単な概要〕


	12. 本センター利活用の状況（本共同研究において、本センターの有形無形資産をどのように活用して成果を得たか概要を記載してください。）

	

	13. 本共同研究により本センターを利用して学位を取得した大学院生（本共同研究により本センターの施設・設備、データベース、資料等を利用して令和5年度（2023年度）中に学位を取得した大学院生がいる場合、その氏名等を記載してください。）

	〔博士号取得者（氏名、大学・研究科名、国籍）〕

	〔修士号取得者（氏名、大学・研究科名、国籍）〕


	14. セミナー開催の有無（本共同研究の成果について、グローカル感染症研究セミナー実施の場合は下記1.にチェックのみ記載してください。それ以外のセミナーの場合は2.にチェックを入れ、タイトル、概要、セミナーの対象者と参加人数を記載してください。）

	□1.本センターと協力してグローカル感染症研究セミナーを実施した。
□2.それ以外のセミナーを実施した。
（概要）

□3.セミナーは実施していない。

	15.予算の使途（申請時の使途予定内訳と採択された予算の実際の使用内訳を記載し、当初予定から50％を超える使途変更があった場合は、その理由を記載してください。）
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	16. 本共同研究の自己評価（和文：600～800字を目安に記入）

	


	[達成度]

S. 当初の想定以上の成果が挙げられた

A. 当初の想定どおりの成果が挙げられた

B. 当初の想定ほどではないが一定の成果が挙げられた

C. 当初想定していた成果はほとんど挙がらなかった







